
|10みなと| 臨港地区等

[形成過程]

明治32年間、港の指定を受け、対外貿易港として近代的港湾の築造にとりか

かり、その後、中央・博多 ・須崎 ・箱崎等の各ふ頭が随時整備され、現在

の国際貿易港にふさわしい姥設を備えたものとなった。
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自然系

[緑]

自然の緑はないが、公園、街路、民有地に一部植栽がみられる。

[水]

海水面に殺しているが、一般の人々が水辺に親しめる空間がほとんどな

し、。

歴史系

みなとの歴史は、我が国初の人工港「袖の港」が挫設された時から始ま

る。

現在、生活との結びつきが薄いと ころから、 こうした歴史が、具体的な

イメージとなって語られる場は少ない。

都市系

[まち並み]

各ふ頭は、臨港地区の分区という形で商港区、工業港区、保安港区に分

類され、それぞれの機能に即した施設立地によって若干呉なったみなと

の風景をつくりだしている。商、港区では、倉庫 ・サイロ ・配送センター

など、工業港区では、食品工場や生コン工場など、保安港区には、石油

保管施設などが立地している。

一方、博多ふ頭は湾内航路や壱岐、対馬、沖縄等との定期旅客船用ふ頭

として機能しており、賑わいのあるみなと景観を形成している。

[道路]

臨港道路は、大規模かつ集中的な港湾流通に対応するため、広幅員道路

が直線的にわかりやすく整備されており 、一般の都市内ではみられない、

スケール感のある道路空間となっている。

現在、高速道路が海岸線を走り、色彩に配慮したダイナミックな景観を

つくりだしているが視点によっては海への眺望をさえぎる場合もある。

その他

臨港地区を示す、サイン ・案内板が少ない。

博多湾を介してみる能古島、志賀島、海の中道への眺望は福岡を特徴づ

ける心象的風景となっている。
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課題

-親水性に乏しい港湾施設の改善。

・みなとの景観を眺められる場の不足。

.案内サイ ンの繋f席。

基本方針

-高度な物流空間の形成や、国際性

豊かな特色あるウォーターフロン

卜の創出。

. ;，毎から見た景観に配慮、したみなと

づくり。

シ国際化に対応したサインの整備。

.緑地や色彩等による修景。

-

水辺に接するオープンスペース

親水空間を活かしたレジャーゾーン

緑地や色彩等により修景された機能的空間

62 



3.景観形成将来構想

(1) 構想の意味

鹿!のあるまち、個性が生きるまち、魅力を感じる

まちという三つの目標像を実到 していくため、先に

景観桝!必要索引!と類型空間別の基本方針を設定した

が、これらは、テーマや地域毎に区分して与-えてい

るため、福岡市の全体像をつかみにく L、
そこで、福岡市全体の都市卦観の形成上の将米の~II

1削象を示し、各ゾーンの景観形成将米構想を作成する。

(2) 福岡市の景観構造の特色

景観特性からわかるように、福岡市の景観は都市

的景観が集約された都心を中心に して、末、問、南

}j向の平姐部に広がる市街地、そして市域を囲む海

と山々 と福岡平野全体を都市にしたよ うな、まとま

りをもったものである。これを景観構造としてみる

と、市域全体が一体的な空間としてまとまりがある

が、 地形的変化が少なくアクセントに乏しいことが

あげられる。その中にあって伊l性ある谷地域、地区

をfll互に述mを保ちながらバランスよく形成し、制

問のまちの独特の景観構造をつくりだしていく。

(3) ゾー ンの設定

多織な機能や縄民主が，::，，主にJjH/(しili)Jにあふれ、
制岡市全体のl!Jiとなるような;;t縦形成をtxlるゾーン.

多線な機能や施u止が*fI・1し、 i吊主1とおtしみがあリ、
品IIIftl心ゾーン|地峨の拠点としてのZt観形成をl宵lるゾーン.

郁心川辺ゾーン|

臨海ゾーン

海浜リゾート

ゾーン

側聞ゾーン

111の辺ゾーン

W_j曲・11:ゾーン

新たなl賄業、業務環境と ml oli l\~II， ' }住ti;1 J党がi血I.!l:に
iE川11した地1;(にふさわしい対縦形成を附るゾーン。

仰心に近いオ←フンスヘースとして01;以に縦しま
れ、シンボルとなっている官11¥1において、水、品生、
阪!.t、文化をi丹かしたhf鋭形成を凶るゾーン.

以かな1'1然や歴史をitiかし、'I:i，Tj文化が'1，まれる
ような午前の場としての;;t縦形成を凶るゾーン.

生活、文化‘情報、，JU号、・'，:術 ・日fヲETV!の多織な
機能が*#1し、泌を活かした新しい仰い1;にふさわ
しい;止観形成を阿るゾーン。

剣i外の海;~1部において 、 j毎やt去の n r.，何lJlZの1~1:
と、海洋型観光・レクリェーションのためのililll
が凋有Iした;石観形成を附るゾーン.

企11外の111版l.tt!!.:i}において、 mf-な眺守{とl広がりの
あるht鋭形成をtxlるゾーン。

山林、緑地において、 百11，1;の丹波としての保全と
身近な山fL-型観光 ・レクリェーションのための前
川が，羽利したhf縦形成を1)(1るゾーン。

in[;峰、て業系の胞l没が*#1し機能的な'1'にも、総
化令の修f;士によりt.k:i必4・'1:1主環境の以縦形成を似|
るゾーン。
物i;{t~っそ1/11 として ，:';;1主に機能するととらに、，liL(に

みなとゾーン 1 :鋭しまれる IJiI際性、思tノド刊二 !Jtかなi住i1';~ペ~IIIIにふさ
わしいiif鋭形成を1)(1るゾーン。

-

(4) 基本空間と将来構想ゾーンの対応関係

将来構想ゾーン
|景観形成将来構想図| ④ 

基本空間 海を活かした

|京都地区臨海ソーン|

者日 'じ 昔日 都心ゾーン

言リ 者日 'じ 副都心ゾーン

都心周辺

旧市街地 生 活ソーン

一 般 住 宅 地 臨海ゾーン

郊外住宅地

海辺と田園

山 σ〉 辺 山 の辺ゾ ー ン

流通・工業 流通 ・工業 ゾー ン

み な と み な とゾーン
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